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である｡ ), (2)･のように表わされることに着目し,電場 Eがかかってい.るときの微
分電流密度が





























XJJ ∝ <〔J(R,t),J(R',t′)〕> , (9)




J(R', t')- Jq(R',t') (10)
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(13)
と書かれるO ただしLET ･･ ･州 等は輸送係数で二階のテンソルであり, Iは 化学ポ
テンシャ ′レであるO電磁場の線形応答理論はLEe に対する表現を与えるものであるが,
前掲の論文 (4)により, LETつまり熱起電力も' (ll)式とそのほか若干の仮定によ
って
- β
k･LET･k - sliT o .I.'eー S t d t Ji 山 < E-k (~ i頼 花k (t)', (14)
● ■
a ニ ㌫ー (eLET - qE) (15)
●
と表わされるOた だ し -E-k (- iも1日 まエネルギー密度 (ノ ､ イ ゼ ンベルグ表示 )のフー
リエ成分の時間微 分 , hk(t)は同 じく電荷密度のそれである O (14)式を熱的債乱に






Ek = - ik･Qk ,
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LE T - sliTo ･lEe~stdtJodス<Qセ (-ihA)Jk(t)> (18)
とスカラー表現に表わすことができるo又 LEEは同様に
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(i) 系の-ミル トニアンは-粒子- ミルトニアンの和の形に書けること. つまり

































- く f(〟)a(0)(1-f(･i/I)ib(t十 iも1)>
と書ける｡ただし




であり, (26)式の最後の等式の く ---> は-粒子状態に関する行列の跡 (trace)
をとることを意味し, f(〟)は-粒子の密度行列であり, b(丁) は-粒子ハミル トニ
アン〟 によるHeisenberg表示を表わしているとする｡ (26)式は (23),(24),
(25)式 と




の形に変形していくことができることは明らかであるOここに ダ1,グ2は- ミル トニア
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ン〟 の任意の関数. x,y は-ミルトニアンの関数でない任意の演算子である｡ たと
えば (26)式で,系を電子系とすれば f(LU)はFermi･Diracの分布関数, a,b を
共に電流密度演算子とすれば, (29)は (26)から変形され,















と(26)式, (29)式, (32)式を用いて, (18),(19)式に代入するとLeE,LeT
は結局,
L ee - 意 J.･PdlJ･ne-stdte(仰 e仙 )/h〔1-f(E,- )0
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が得 られる｡ここに Eeは, n(E)を状態密度 として,

















a-忘 〔‡ 完 〕E=EF
(i) 縮退 していないときは
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